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第 1章 輸血用血小板濃厚液作製技術の改良 
【緒論】 
 血小板輸血をもっとも効率的に行える血液製剤は、血小板濃厚液（Platelet concentrates; PC）であ
る。イヌの PC 作製法については、Abrams-Ogg ら（Am J Vet Res. 1993）が報告している。その方
法は、先ず全血を 20-24 °C･1,000 G･4 分間遠心（弱遠心）して多血小板血漿（Platelet rich plasma; 
PRP）を分離し、次に PRP を 20-24 °C･2,000 G･10 分間遠心（強遠心）して PC を得るものである。
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しかしこの方法では、強遠心によりパックされた血小板は強く活性化して互いに絡み合うために容易
に再浮遊せず、そのことが、PC 作製における大きな障害要因となる。 





















 PC 作製時の PGE1添加は、治療効果を維持したうえで作製効率を向上させる有用な改良と思われた
（研究成果：Segawa et al. Effects of prostaglandin E1 on the preparation of platelet concentrates in 
dogs. J Vet Intern Med. 2012）。 
 PGE1は容易に入手可能であり、静脈内投与が可能な製剤も販売されているため、PC 作製過程にお
ける PGE1添加法は実現可能性が高い。 
 本研究では、PGE1が輸血後体内寿命を短縮させなかったが、作製直後の PC を輸血したため、保存
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 室温、冷蔵保存の影響を比較検討するため、イヌの PRP を 22 °C 及び 4 °C で 7 日間保存した。保
存 1、7 日目に無菌的に採材し、血小板数、平均血小板容積（Mean platelet volume; MPV）、円盤状
血小板が全体に占める割合（% discs）、また、代謝指標として遠心上清のグルコース濃度、乳酸濃度、
重炭酸イオン濃度、pH、酸素分圧（Partial pressure of oxygen; pO2）、二酸化炭素分圧（Partial pressure 
of carbon dioxide; pCO2）、乳酸脱水素酵素（Lactate dehydrogenase; LDH）活性、電解質濃度（ナ
トリウムイオン濃度、カリウムイオン濃度）、さらに、血小板機能試験として血小板凝集能、血小板
の形態反応（低張ショック反応; Hypotonic shock response; HSR 及び球状化反応強度; Extent of 
shape change; ESC）を評価した。 
 以上の in vitro での検討とともに、in vivo では 1 日間冷蔵、7 日間室温あるいは冷蔵保存した PRP
中血小板の輸血後回収率及び体内寿命を測定し、両保存温度条件の影響を比較評価した。 
【結果】 
 7 日間の冷蔵保存により一部の血小板が付着し合い血小板数は見かけ上減少し、MPV は増加した。
顕微鏡下では血小板形態が冷蔵保存 1 日目から小型円盤状から大型球状に変化しており、% discs は低
値を示した。また、代謝指標や凝集能は室温保存の場合より冷蔵保存の方で良好に維持されていた。
血小板の形態反応は冷蔵保存の影響が大きく、HSR 及び ESC は低値を示した。 
 一方、in vivo では、輸血後回収率は保存温度による影響がみられなかったが、輸血後体内寿命の短
縮は冷蔵保存でより明らかであった。 
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【考察】 
 イヌの血小板製剤を室温保存した結果、経時的な保存障害の進行により、代謝指標や凝集能などの





























 第 1章では、Abrams-Ogg らが報告したイヌの血小板濃厚液（platelet concentrate；PC）作製法
（従来法）の改良に取り組んだ。 
 従来法による PC 作製法は、全血に弱い遠心操作を加えて多血小板血漿（platelet rich plasma；PRP）











PC を輸血した場合の有効性を評価するため、in vitro 実験としては PC中血小板の凝集能試験を行い、
また in vivo 実験では輸血された PC中血小板の体内寿命と機能を調べた。 




 また、in vivo 実験では、改良法で作製した PC中血小板の輸血後体内寿命が、強い遠心操作を加え
られていない PRP を輸血した場合と比較しても、ほぼ同等であることが確認された。 
 更に、改良法により作製した PC 中血小板の、輸血後の機能評価を試みた。これまでのところ、輸
血され体内にある血小板の機能を、輸血に由来しない血小板と区分して評価する手法は確立されてい






 以上のことから、イヌの PC 作製における PRP 強遠心直前の PGE1添加は、血小板の輸血効果を失
わせずに PC の作製効率を向上させる有用な改良技術と思われた。 
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上きわめて大きなリスク因子となる。そこで本研究では、細菌増殖リスクを軽減させるために、イヌ
血小板製剤の冷蔵保存が可能か否か検討した。 
 まず、冷蔵保存の影響を in vitro で把握するため、PRP を標準的な 22 ºC と 4 ºC で 7 日間保存し、





















あろうについて、in vitro での検討のみならず、in vivo では新しい手法を用いて評価した。 
 また、室温保存が標準とされる血小板製剤について、細菌増殖リスク軽減の観点から冷蔵保存の可
能性について検討した。その結果、輸血効果持続性は劣るものの、血小板の代謝や凝集能は室温保存
の場合よりよく維持されていることを示した。そして、ヒトの場合以上に細菌増殖リスクが危惧され
るイヌの輸血においては、血小板製剤を冷蔵保存する選択肢もありうるという新たな見解を示した。
この点は、今後獣医療における血小板輸血を普及させる中で、議論する意義があると思われる。 
 以上のことから本研究は、博士（獣医学）の学位を授与するのにふさわしい業績と判断した。 
